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司 会：内田 努 会場監督補佐 
点 鐘：渥美 聡一郎 会長 
ロータリーソング 

「手に手つないで」 
 
 

天竜浜名湖鉄道（株） 
   伊藤 文俊 様 

 

 

 
 コロナ前ほどではありません

が、忘年会のお誘いも増えてきて

いるようです。そのせいか、今日

は出席者もさみしい状況です。 
ファイアーサイドは皆さんそれ

ぞれ盛り上がったのではないかと

思います。今日の報告を楽しみに

しています。今回のテーマは私が

決めましたが、五大奉仕について

改善をしようというわけではあり

ません。ロータリーに入って何年

か経っても奉仕活動についよく理

解ができないこともあるだろう

し、ベテランの方たちに過去の活

動をお話頂いたりして奉仕につい

て、ざっくばらんに話ができたら

よいのではと思いました。 
報告事項として、浜松開誠館の

甲子園のお礼状とタオルやボール

などのグッズが届いています。回

覧しますので、ほしいものがあれ

ばお申し出ください。 
 

 
 
＊中村将義 副幹事 

 
・配布資料  ロータリーの友 
・回覧 ガバナー月信 
    Rotary 誌 
    クリスマス家族会資料 
・G 月信に元米山奨学生グエン カ
オ キさんの報告分があります。 
・例会後、理事会があります。会

場はルームです。 
・次週は休会です。12 月 1 日は年

次総会ですので、ご出席をお願い

します。 
 
 
☆植山和人 出席委員長 
 12 月 15 日は出席委員会の担当

です。100％出席例会を予定して

いますので宜しくお願いします。 
☆内山義之 会場監督 
 本日で食事のアンケートは最後

です。忌憚のないご意見をお書き

ください。 
 

 

 

 

露木 利行さん        9 日 
 石橋 伸太郎さん     14 日 
 田邉 芳彦さん      15 日喜寿 
 竹内 公一さん    20 日 
 中山 和彦さん    24 日喜寿 
 
 

♪渥美聡一郎さん 
 先日はファイアーサイドミーテ

ィングへのご参加ありがとうござ

いました。本日の報告楽しみにし

ています。 

 
 
♪佐々木雄二さん 
 娘が所属する開誠館高校女子バ

スケ部が冬の全国大会に出場する

ことになりました。公式 141 連勝

中です。年末は東京へ応援に行き

ます。皆様も応援宜しくお願いし

ます。 

 
 
♪佐藤芳一さん 
 先週台北へ行き、飲みすぎで帰

国。ファイアーサイドに行きまし

たが体調悪く始まる前に家にむか

いました。お粗末でした。 
 

会長挨拶 

スマイル 

幹事報告 

委員会報告 

ゲスト 

会員誕生日お祝い 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
♪竹内公一さん 
 招待状を頂き、チェコ大使館の

独立記念日レセプションに行って

きました。本国から首相も来日

し、にぎやかな会でした。 
 

 

☆天竜浜名湖鉄道 伊藤文俊 様 

 
 昨年「全国花のまちづくりコン

クール」で優秀賞をいただいたの

ですが、もっと上の賞がほしいと

今年も応募しました。その結果、

「国土交通大臣賞」をいただくこ

とができました。これは浜松磐田

信用金庫や天浜線が取った賞では

なく、皆さんの活動が評価されて

の受賞です。 
全国に 13 か所登録されている

「ガーデンツーリズム」、この地

区は「アメージングガーデン浜名

湖」という名前でフラワーパー

ク、ガーデンパーク、龍潭寺、花

鳥園などが登録されています。そ

こにこの活動も名前を連ねること

になりました。 
 この活動の最終目的は地域振

興、観光振興です。この地域には

まだまだ知られていない見どころ

がたくさんあります。「花のリレ

ープロジェクト」は産官学金連携

して観光集客に向けて行きたいと

考えています。まず 4 月からの

「浜名湖花博20周年」では県の依

頼で花のリレープロジェクトで花

壇を作ります。3 月には苗が届い

て植える予定ですので、その節に

はまたご協力をお願い致します。 

 

 

 

進行：桒原伸夫 副会長 

 
  

テーマ「ロータリーの五大奉仕に

ついて語ろう」 

 

＊11 月 7日（火）Ａ 4名 

議長 原英登さん   

発表 内田努さん（メンバー外） 

・クラブ奉仕として関係を育むた

めの旅行をしたい。 

・国際奉仕として海外の活動をし

てみたい。 

・職場訪問やメンバーの仕事を知

りたい。 

・いろいろな国の人と食べて、飲

んで仲良くはなしてみたい。 

・若い子が夢と希望が持てるよう

なことを教えたい。 

・江之島高校の絵画は明るいえに

なるようなテーマがいい。 

 
 

＊11 月 7日（火）B  ７名 

議長：佐々木雄二さん 

発表：建部仁洋さん 

・インターアクトの募集や地域の

高校生参加の奉仕 

・クラブとして、単発型、継続型

どちらがよいのか。 

・本当に困っているこの地域の青

少年の向けて奉仕をしたい。 

・育成も含め、若い人達のために

何ができるのか。 

・クラブの規模から五大奉仕すべ

ては難しいので、一つに絞りクラ

ブを象徴するような事業を。 

・開誠館高校の SDGｓ事業を手助

けしたい。 

・今のメンバーが得意とする内容

の奉仕 

・中田島に代わる場所の清掃奉仕 

 

＊11 月 8日（水）  5 名 

司会・発表 中村将義さん 

・出席しなければ奉仕にならない 

・心得とか道徳がなければロータ

リーに入会できない。 

・異業種交流をする。 

・自分の仕事を通して社会に貢献

する。 

・自分の会社に貢献するのも職業

奉仕 

・学生だけでなく社会人の交換も

国際交流で行う 

・江之島高校との交流を続けたい 

 
 

11 月 9 日（木）Ａ 8 名 

議長・発表：桒原伸夫さん 

・家族で参加する例会をもっと増

やしてほしい 

・入会式は配偶者同伴で 

・例会で職場見学を行う 

・活躍している会社の社員を例会

で褒賞する 

・中田島清掃は見直しながら継続 

・恵まれない人への寄付 

・天浜線はもっと積極的に活動 

・江之島高校との交流はとても良

いので継続したい。 

・ほかの青少年奉仕も追加したい 

・ウクライナ学生との交流継続 

・アフガンスタンやネパールの支

援も継続したい 

・継続性に欠けるものが多い 

・寄付や募金を有志で募る 

・スマイル基金から寄付先を具体

的に決めて寄付する 

・若い会員の発想を大切にしたい 

ファイアーサイド発表 

ゲストご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なに ・小さい声をあげていく 
・時代の変化に合わせた奉仕と

継続的な奉仕の両方を踏まえて

計画的に奉仕する 

 
 
＊11 月 9 日（木）B ６名 
議長・発表：三輪久夫さん 
・現在奉仕活動はあまりしてい

ない。かつてはネパール支援や

外国人への医療奉仕などをやっ

ていた。山口先生の奉仕の精神

に頭が下がる 
・卓話で昔の奉仕活動を語って

もらうのもよい 
・江之島高校との交流やごみ拾

いは続いていてよい。 
・35 周年の時は職業奉仕が行わ

れ、良い会になった。 
・かつて仲間だった三井弁護士

もすごかった。こういう弁護士

がいると心強い。 

 
 
＊11 月 10 日（金） 6 名 
議長：齋藤高子さん 
発表：杉本靖和さん 
・ファイアーサイドを昼に行っ

てはどうか 
・会員 50 名では奉仕委員会を維

持するのは難しい 
・1 つの事業で 5 つの奉仕ができ

るものをさがす 
・なんでも満遍なく行うのは難

しい 
・単年の事業は浅くなってしま

うので、2~3 年かけて行う 
・講師を招いて勉強し、継続的

な奉仕をする 
・会員同士のコミュニケ―ショ

ンが大切 

 ・世話をした留学生とのつなが

りが切れてしまっていて残念 

 
 

≪仏教における「奉仕」とは≫ 

       建部 仁洋さん 

 「奉仕」を仏教的に言い換え

るのであれば「布施（施す）」と

いうことで、「布施」が成り立つ

ためには施す人、施しを受ける

人、施すものの3つが必要です。

この3つの条件は互いが互いによ

り成り立っています。どれも単

独ではありえません。ですか

ら、お互いが「ありがとう」と

感謝し合う関係です。施す人は

施される人に感謝し、施される

人は施す人に感謝する、そこに

本当の感謝が成り立ちます。こ

れを仏教では三輪清浄 の布施

（三つの条件が清浄になった布

施行）という菩薩行の一つの課

題とされています。 

 ともすると、私たちは施され

る人だけが施す人に感謝すべき

で、感謝されなければ施す人は

不快を感じてしまいます。この

ような気持ちは問い直されなけ

ればなりません。この菩薩行に

立ってこそ、本当の意味におけ

る「常に感謝の気持ち」を持っ

て生きる世界が開かれていくと

思われます。 

 

 

 
＊＊＊出席報告＊＊＊ 

 
発表：杉本靖和 出席委員 

 

会員数        ４１名 

出席者数       １６名 

出席算定会員数    ３４名 

出席率      ４７．０６% 

 

前々回出席者数    ２５名 

前々回出席率    ８０.００％ 


